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第
百
四
十
七 

  
 

閑
話
休
題 

   
 
 
 
 

一 
  

「
Ｅ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て
い
る
う
ち
に
、

種
々
雑
多
な
「
余
談
」
が
出
て
き
た
。
節
を
独
立
さ
せ
る
つ
も
り
は

な
か
っ
た
の
だ
が
、
産
業
界
ば
か
り
で
な
く
、
電
子
計
算
機
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
世
相
を
垣
間
見
る
意
味
で
記
録
に
と
ど
め
て

お
く
。
わ
ず
か
な
が
ら
雑
学
と
し
て
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。 

 

閑
話
休
題
で
あ
る
。 

  

一
九
六
八
年
七
月
五
日
付 

 

人
格
を
も
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー 

 

自
分
を
人
間
が
疑
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
人
間
の
言
う
こ
と

を
き
か
な
く
な
る
と
い
う
、
万
事
お
見
通
し
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

登
場
す
る
。
い
ま
ロ
ー
ド
シ
ョ
ウ
上
映
中
の
「
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の

旅
」
と
い
う
映
画
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
マ
ン
の
間
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
。 

 

こ
の
映
画
、
二
〇
〇
一
年
に
当
然
あ
り
得
る
と
推
論
さ
れ
る
技
術

を
駆
使
し
て
、
木
星
へ
向
う
宇
宙
船
の
中
の
話
だ
が
、
木
星
を
超
え

て
、
不
思
議
な
天
体
の
光
の
渦
の
中
を
超
ス
ピ
ー
ド
で
突
っ
走
る
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
も
あ
る
。 

 

た
だ
、
こ
れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
マ
ン
の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
の
は
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
９
０
０
０
」
と
称
す
る
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

〔
人
格
〕
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
た
め
で
あ
る
。 

 

宇
宙
飛
行
士
た
ち
は
、
は
じ
め
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
に
は
感
情
が
な
い
と
思

っ
て
い
る
の
だ
が
、
内
緒
話
を
察
知
さ
れ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

唇
の
動
き
か
ら
感
情
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
に
気
づ
く
。 

 

無
人
格
で
あ
る
は
ず
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
人
間
を
心
理
テ
ス
ト

し
た
り
ワ
ナ
に
陥
れ
た
り
す
る
し
、
自
分
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を

認
め
よ
う
と
し
な
い
。「
自
分
は
完
璧
だ
」
と
い
う
猛
烈
な
プ
ラ
イ

ド
さ
え
も
っ
て
い
る
。 

 

宇
宙
飛
行
士
は
つ
い
に
、
記
憶
装
置
を
破
壊
し
て
機
能
を
と
め
て

し
ま
う
が
、
そ
の
過
程
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
人
間
の
よ
う
に
気
が

狂
っ
て
行
く
。
ま
こ
と
に
興
味
津
々
た
る
話
だ
が
、
論
議
を
呼
ぶ
所

で
も
あ
る
。 

 
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置
、
音
声
入
力
、
パ
タ
ー
ン
認
識
、
メ
モ
リ
ー

部
品
、
そ
の
他
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
現
在
で
も

理
論
的
に
は
実
現
可
能
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
〔
人
格
〕
と
の
間
に
格
差
が
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
論

議
の
焦
点
に
な
ろ
う
。 
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製
作
に
当
た
っ
て
は
元
ア
メ
リ
カ
陸
軍
弾
道
ミ
サ
イ
ル
部
や
航
空

宇
宙
局
の
一
流
科
学
者
が
技
術
顧
問
と
し
て
参
画
し
て
い
る
だ
け
あ

っ
て
、
三
三
年
後
の
宇
宙
船
と
し
て
は
、
む
し
ろ
手
堅
い
く
ら
い
の

想
定
で
あ
る
。
し
か
し
世
界
Ｓ
Ｆ
界
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
ア
ー
サ

ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
と
幻
想
力
豊
か
な
監
督
ス
タ
ン
リ
ー
・
カ
ブ
リ

ッ
ク
が
共
同
執
筆
し
て
い
る
の
で
、
科
学
性
と
空
想
性
が
適
度
に
組

み
合
っ
て
楽
し
い
見
も
の
と
な
っ
て
い
る
。（
上
映
時
間
二
時
間
四

〇
分
、
東
京
＝
テ
ア
ト
ル
東
京
、
大
阪
＝
Ｏ
Ｓ
劇
場
） 

  

最
後
は
何
や
ら
映
画
の
宣
伝
ぽ
く
な
っ
て
い
て
、
さ
て
は
ペ
イ
・

パ
ブ
、
俗
に
い
う
記
事
広
告
な
い
し
ス
テ
ル
ス
広
告
で
は
な
い
か
、

と
疑
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、「
Ｅ
Ｄ
Ｐ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
は
こ
の
よ
う

な
俗
っ
ぽ
い
話
題
も
扱
っ
て
い
た
。「
監
督
ス
タ
ン
リ
ー
・
カ
ブ
リ

ッ
ク
」
は
、
い
ま
の
人
々
に
は
「
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
」

と
い
っ
た
ほ
う
が
分
か
り
が
い
い
。 

 

登
場
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
９
０
０
０
」
の
名
に
は
逸
話

が
あ
る
。 

 

製
作
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は 

 

―
―
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
一
歩
先
を
行
く
名
前
に
し
よ
う
。 

 

と
考
え
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
Ｉ
」
の
前
は
「
Ｈ
」。「
Ｂ
」

の
前
の
「
Ａ
」。「
Ｍ
」
の
前
の
「
Ｌ
」。 

 

マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
千
個
以
上
使
っ
た
超
並
列
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
登
場
し
た
八
〇
年
代
の
後
半
に
、
実
際
に
ア
メ
リ
カ
で
Ｈ
Ａ
Ｌ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
社
と
い
う
並
列
処
理
技
術
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

誕
生
し
た
。
そ
の
社
名
は
明
ら
か
に
こ
の
映
画
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。 

 

な
る
ほ
ど
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
液
晶
で
薄
く
な
り
、
音
声
入
力
や
パ

タ
ー
ン
認
識
の
技
術
は
家
庭
の
機
器
に
ま
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

メ
モ
リ
ー
は
驚
異
的
な
集
積
度
で
小
型
化
し
た
。 

 

と
は
い
え
、 

 

「
三
三
年
後
の
宇
宙
船
と
し
て
は
、
む
し
ろ
手
堅
い
く
ら
い
」 

 

と
記
し
て
い
る
映
画
の
中
の
宇
宙
船
は
、
二
十
一
世
紀
の
現
在
も

実
現
し
て
い
な
い
。「
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の
旅
」
は
い
ま
だ
に
空
想

科
学
映
画
の
世
界
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

世
相
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
か
か
わ
る
記
事
で
は
、
こ
ん
な
話
も

載
っ
て
い
る
。（
原
文
マ
マ
） 

  
六
八
年
八
月
五
日
付 

 
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
電
算
機 

 
 
 
 

学
生
選
手
権
に
活
躍 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
得
点
計
算
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
始
め
た
。 
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第
四
回
関
東
学
生
連
盟
個
人
選
手
権
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
七
月
二
十

三
日
か
ら
五
日
間
、
東
京
・
芝
の
東
京
タ
ワ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
行
な
わ
れ
、
得
点
集
計
に
電
子
計
算
機
が
は
じ
め
て
使
わ
れ
た
。 

 

こ
の
大
会
、
三
四
大
学
か
ら
三
九
二
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た

が
、
普
通
な
ら
一
五
〜
二
〇
名
の
記
録
員
が
か
け
ま
わ
っ
て
試
合
結

果
を
と
り
ま
と
め
、
発
表
す
る
の
に
試
合
が
終
っ
て
か
ら
三
時
間
も

た
っ
て
か
ら
と
な
る
。
そ
れ
も
ま
ず
ト
ー
タ
ル
ピ
ン
を
発
表
し
、
つ

い
で
ア
ベ
レ
ー
ジ
、
ハ
イ
・
ゲ
ー
ム
と
い
う
風
に
、
手
計
算
が
終
り

次
第
、
集
計
結
果
を
発
表
す
る
形
を
と
っ
て
い
た
。 

 

電
子
計
算
機
を
使
っ
た
今
回
の
も
よ
う
を
み
る
と
、
試
合
後
、
得

点
カ
ー
ド
を
集
め
て
電
子
計
算
機
に
持
ち
込
ん
で
か
ら
一
〇
分
も
し

な
い
で
個
人
の
順
位
ご
と
に
ト
ー
タ
ル
・
ピ
ン
、
ア
ベ
レ
ー
ジ
、
ハ

イ
・
ゲ
ー
ム
、
ハ
イ
・
シ
リ
ー
ズ
の
集
計
結
果
を
一
度
に
打
ち
出
し

た
か
ら
さ
す
が
で
あ
る
。
ほ
か
に
コ
ー
ド
番
号
、
氏
名
、
大
学
番
号
、

ゲ
ー
ム
数
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
。 

 

今
回
は
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
だ
が
、
こ
れ
は
東
京
タ
ワ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
と
日
本
Ｅ
Ｄ
Ｐ
会
社
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
し
た

も
の
で
、
一
試
合
ご
と
に
磁
気
鉛
筆
で
マ
ー
ク
カ
ー
ド
に
得
点
を
書

き
込
み
、
こ
れ
を
Ｕ
Ｌ
Ｐ
―
Ｍ
Ｌ
パ
ン
チ
カ
ー
ド
作
成
装
置
に
か
け

て
イ
ン
プ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
６
０
／
２
０
で
分
類
集
計
し
、
個
人
別

成
績
の
マ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
お
く
。
二
回
目
の
試
合
か
ら
は
順
次
、

入
力
さ
れ
る
戦
績
に
よ
り
こ
の
内
容
を
更
新
し
て
い
き
、
試
合
が
終

り
次
第
、
全
部
と
り
ま
と
め
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
た
。 

  

そ
う
だ
っ
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
大
ブ
ー
ム
だ
っ
た
。 

 

そ
も
そ
も
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
吉
凶
を
占
う
神
事
だ
っ
た
と
か
、

日
本
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
の
は
幕
末
の
長
崎
だ
っ
た
と
か
い

う
の
は
措
く
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
五
〇

年
代
の
後
半
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
関
係
者
た
ち
は
、「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
競
技
種
目
に
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
ら
し
い
。 

 

以
下
は
雑
学
。 

 

日
本
人
初
の
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
五
七
年
に
岩
上
太
郎
と
い

う
人
が
達
成
し
た
。
公
式
ゲ
ー
ム
で
は
一
九
六
〇
年
に
粕
谷
三
郎
、

プ
ロ
の
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
第
一
号
は
男
性
が
一
九
六
八
年
の
石
川
雅
章
、

女
性
は
一
九
七
〇
年
の
中
山
律
子
で
あ
る
。 

 

プ
ロ
に
よ
る
公
式
大
会
が
初
め
て
開
か
れ
た
の
は
一
九
六
七
年
で
、

そ
の
と
き
は
矢
島
純
一
が
優
勝
し
た
。
優
勝
賞
金
は
三
十
万
円
だ
っ

た
。 

 

ま
た
過
去
に
お
け
る
三
ゲ
ー
ム
の
最
高
点
は
七
一
年
に
山
田
光
輝

が
作
っ
た
八
百
九
十
九
点
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
の
十
月
に
、
東

京
ド
ー
ム
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
全
日
本
プ
ロ
選
手
権

予
選
大
会
で
、
西
村
了
が
九
百
点
を
叩
き
出
し
た
。
一
回
当
た
り
パ

ン
チ
ア
ウ
ト
の
最
少
投
球
数
は
十
一
回
だ
か
ら
、
三
十
三
回
連
続
で

十
本
の
ピ
ン
を
残
さ
ず
倒
し
た
の
で
あ
る
。 



＝巻之二十 稜威＝ 

 44 

 
ブ
ー
ム
を
加
熱
さ
せ
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
女
子
プ
ロ
の
登
場

だ
っ
た
。 

 
中
山
律
子
、
須
田
開
代
子
、
並
木
恵
美
子
…
…
。 

 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
美
し
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
最
高
二
七
・

二
％
の
視
聴
率
を
取
り
、
各
局
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
中
継
を
競
っ
て
放
送

し
た
。
須
田
開
代
子
は
公
式
戦
六
連
勝
の
記
録
を
持
ち
、
中
山
律
子

と
名
勝
負
を
繰
り
広
げ
た
。 

 

そ
の
後
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
と
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
全
盛
な
ど
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
下
火
に
な
っ
た
が
、
現
今
は
年
齢
に
関
係
な
く
楽
し

め
る
ゲ
ー
ム
と
し
て
再
び
人
気
を
集
め
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
も
の
を
広
く
一
般
に
認
知
せ
し
め
る
の
に
、

テ
レ
ビ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
東
京
放
送
が
放
送
し
た
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入
門
」
が
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
学
生
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
業
界
に
誘
っ
た
か
。 

  

六
八
年
八
月
二
十
日
付 

 

多
彩
な
登
場
ぶ
り 

テ
レ
ビ
に
み
る 

 
 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
報
道
、
教
育
、
科
学
ド
ラ
マ 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
各
局

で
、
参
院
選
の
開
票
速
報
で
み
せ
た
電
子
計
算
機
シ
ス
テ
ム
は
、
さ

す
が
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ら
で
は
…
…
」
の
感
を
視
聴
者
に
与

え
た
の
だ
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
画
面
に
登
場
さ

せ
た
り
、
利
用
し
て
い
る
番
組
が
多
い
。 

 

ま
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
か
ら
あ
げ
る
と
、
毎
月
一
回
放
送
し
て
い

る
「
に
っ
ぽ
ん
診
断
」
で
は
、
質
問
に
対
す
る
予
測
計
算
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
行
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
最
近
の
例
で
は
、
さ
る
一
日
の

「
こ
ど
も
天
国
」
で
、
京
都
大
学
の
話
す
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
登
場

さ
せ
て
い
る
。 

 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
は
、
円
谷
プ
ロ
製
作
の
「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」

（
毎
週
日
曜
日
午
後
七
・
〇
〇
）
が
代
表
的
な
番
組
。
地
球
防
衛
軍

の
本
部
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
設
置
し
て
あ
る
設
定
だ
し
、
同
じ
円

谷
プ
ロ
製
作
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
戦
え
！
マ
イ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ッ
ク
」

（
毎
週
土
曜
日
午
後
七
・
〇
〇
）
で
は
、
万
能
戦
艦
Ｍ
Ｊ
号
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
操
縦
さ
れ
る
お
話
に
な
っ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
小
川
宏
シ
ョ
ー
」
で
は
、
夫
婦
の
愛
情

診
断
、
料
理
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
。
前
者
は
、
一
般

か
ら
何
組
か
の
夫
婦
を
登
場
さ
せ
て
い
く
つ
か
の
設
問
を
行
な
い
、

そ
の
回
答
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
分
析
し
て
、
そ
の
カ
ッ
プ
ル
が
ウ

マ
が
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
も
の
。 

 

後
者
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
栄
養
価
、
カ
ロ
リ
ー
な
ど
を
最
適

に
配
分
し
た
一
週
間
分
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
も
の
。 
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こ
の
ほ
か
、
外
国
の
テ
レ
ビ
映
画
と
し
て
は
、
か
つ
て
フ
ジ
テ
レ

ビ
で
放
送
し
て
い
た
「
ス
パ
イ
大
作
戦
」、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
「
キ

ャ
プ
テ
ン
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
な
ど
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

た
場
面
が
何
回
も
登
場
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
て
み
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
登
場
す
る
テ
レ
ビ
番
組

は
、
報
道
教
養
も
の
、
そ
れ
に
特
撮
科
学
ド
ラ
マ
と
、
な
か
な
か
多

彩
で
あ
る
。
た
だ
ド
ラ
マ
の
場
合
、
ま
だ
主
役
と
し
て
登
場
す
る
も

の
で
は
な
く
、
小
道
具
な
い
し
せ
い
ぜ
い
ワ
キ
役
程
度
の
働
き
し
か

し
て
い
な
い
よ
う
だ
。 

 

し
か
し
特
撮
に
は
世
界
的
な
権
威
の
あ
る
円
谷
プ
ロ
は
「
こ
れ
か

ら
開
発
さ
れ
る
分
野
」
だ
と
意
欲
的
な
と
こ
ろ
を
み
せ
て
お
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
本
格
的
な
テ
レ
ビ
番
組
が
制
作
さ
れ
る

の
も
遠
い
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
だ
。 

  

文
中
に
出
て
く
る
「
参
院
選
開
票
速
報
で
み
せ
た
電
子
計
算
機
シ

ス
テ
ム
」
と
い
う
の
は
、
第
二
次
佐
藤
栄
作
内
閣
の
も
と
で
一
九
六

八
年
七
月
七
日
に
行
わ
れ
た
第
八
回
参
院
選
の
こ
と
で
あ
る
。
大
気

汚
染
、
公
害
、
日
米
安
保
―
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
問
題
な
ど
を
争
点
に
争

わ
れ
、
自
民
党
が
六
十
九
議
席
で
改
選
百
二
十
六
議
席
の
過
半
数
を

獲
得
し
た
。
そ
の
開
票
集
計
に
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
」
が

活
躍
し
た
。 

 

つ
い
で
に
番
組
の
こ
と
を
調
べ
る
と
、「
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
」
は

六
七
年
十
月
一
日
か
ら
六
八
年
九
月
八
日
ま
で
、
毎
週
日
曜
日
午
後

七
時
か
ら
三
十
分
間
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
で
放
送
さ
れ
た
。 

 

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
の
後
続
番
組
で
計
四
十
九
回
、〔
モ
ロ
ボ
シ

ダ
ン
〕
と
名
乗
る
青
年
が
ウ
ル
ト
ラ
警
備
隊
に
入
っ
て
地
球
を
狙
う

宇
宙
人
た
ち
と
戦
っ
た
。
変
身
す
る
に
は
〔
ウ
ル
ト
ラ
ア
イ
〕
と
い

う
装
置
を
目
に
装
着
す
る
の
で
あ
る
。 

 

ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
で
特
撮
に
新
天
地
を
開
い
た
円
谷
プ
ロ
は
、
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
、
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
と
立
て
続
け
に
高
視
聴
率
を
確
保
し
、

の
ち
「
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ト
」「
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
Ａ
」「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
タ
ロ
ウ
」「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
レ
オ
」

「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ゼ
フ
ィ
ー
」
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ち
な
み

に
「
ウ
ル
ト
ラ
」
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
体
操
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
連
呼
し
た
「
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
」
に
由
来
し
て
い
た
。 

 

「
マ
イ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ッ
ク
」
は
六
八
年
四
月
六
日
か
ら
同
年
六
月

二
十
九
日
ま
で
、
毎
週
日
曜
日
午
後
七
時
か
ら
一
時
間
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
系
で
放
送
さ
れ
た
。〔
マ
イ
テ
ィ
〕
は
オ
ー
ル
・
マ
イ
テ
ィ
、〔
ジ

ャ
ッ
ク
〕
は
ト
ラ
ン
プ
の
「
Ｊ
」（
11
）
を
〔
ジ
ャ
ッ
ク
〕
と
呼
ぶ

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。 

 
万
能
戦
艦
「
Ｍ
Ｊ
」
号
に
乗
っ
た
十
一
人
の
物
語
で
、
二
谷
英
明
、

柳
永
二
郎
、
二
瓶
正
也
、
久
保
菜
穂
子
、
春
日
章
良
、
天
本
英
世
、

真
理
ア
ン
ヌ
な
ど
を
起
用
し
て
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
総
力
を
あ

げ
て
制
作
し
た
。
と
こ
ろ
が
子
ど
も
た
ち
を
六
十
分
集
中
さ
せ
る
こ
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と
が
難
し
く
、
平
均
視
聴
率
は
一
一
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
た
め

に
一
ク
ー
ル
全
十
三
話
で
終
了
し
た
。 

 
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
、
日
常
は
パ
ッ
と
し
な
い
下
っ
端
が
実
は
た
い

へ
ん
な
英
雄
で
、
そ
の
こ
と
を
ひ
た
隠
し
に
し
て
い
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
変
身
し
て
大
活
躍
す
る
。
民
俗
学
的
に
分
析
す
れ
ば
、
そ
れ

は
明
ら
か
に
貴
種
流
離
譚
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
映
画

「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」、
日
本
の
「
竹
取
物
語
」「
牛
若
丸
」「
水
戸
黄

門
漫
遊
記
」
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
最
初
か
ら
優
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
鉄
腕
ア
ト
ム
や
鉄
人
28
号
と
違
う

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

 

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」
や
「
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
子

ち
ゃ
ん
」「
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」
な
ど
〔
変
身
も
の
〕

の
元
祖
、
一
方
の
マ
イ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ッ
ク
は
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」

の
原
型
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら

七
○
年
代
前
半
に
か
け
て
、
地
球
は
よ
ほ
ど
頻
繁
に
〔
宇
宙
人
〕
や

〔
怪
獣
〕
の
攻
撃
を
受
け
て
い
た
ら
し
い
。 

  

「
小
川
宏
シ
ョ
ー
」
は
一
九
六
五
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
職
し
た
名
物

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
川
宏
を
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
起
用
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
前
年
四
月
に
日
本
教
育
テ
レ
ビ

（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
の
ち
「
テ
レ
ビ
朝
日
」）
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
引
き
抜
い
て

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
木
島
則
夫
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」（
毎
日
朝
八

時
半
か
ら
一
時
間
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
＝
木
島
則
夫
、
サ
ブ
キ
ャ

ス
タ
ー
＝
栗
原
玲
児
、
井
上
加
寿
子
）
が
じ
り
じ
り
と
視
聴
率
を
上

げ
た
こ
と
か
ら
、
フ
ジ
も
対
抗
し
て
同
様
の
番
組
を
企
画
し
た
の
で

あ
る
。 

 

六
五
年
春
に
ス
タ
ー
ト
し
、
メ
イ
ン
を
小
川
宏
が
、
サ
ブ
を
露
木

茂
が
務
め
た
。「
初
恋
談
義
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
愛
情
診
断
」
な
ど

人
気
コ
ー
ナ
ー
を
次
々
に
生
み
出
し
、
計
四
千
四
百
五
十
一
回
を
も

っ
て
八
二
年
に
終
了
し
た
。〔
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
〕
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

を
開
い
た
。「
泣
き
の
木
島
、
春
の
小
川
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ

た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

木
島
則
夫
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
や
小
川
宏
シ
ョ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ス

と
天
気
予
報
、
せ
い
ぜ
い
地
域
の
話
題
と
い
う
堅
い
番
組
が
並
ん
で

い
た
朝
の
時
間
帯
に
、
主
婦
を
取
り
込
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
も
「
ス
タ
ジ
オ
１
０
２
」
を
、
日
本
テ
レ
ビ
は
や
や
遅
れ
て

「
モ
ー
ニ
ン
グ
ワ
イ
ド
」
を
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。 

 

以
後
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
シ
ョ
ー
」「
３
時
の

あ
な
た
」「
３
時
に
あ
い
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
主
婦
が
一
息
を
つ
く

午
後
の
時
間
帯
に
照
準
を
あ
て
、
料
理
の
し
か
た
、
健
康
・
教
育
、

芸
能
ゴ
シ
ッ
プ
、
ち
ょ
っ
と
便
利
な
生
活
の
知
恵
な
ど
を
〔
情
報
〕

と
し
て
集
約
し
て
い
っ
た
。 

 

そ
れ
ま
で
『
明
星
』『
平
凡
』
と
い
っ
た
雑
誌
に
限
ら
れ
て
い
た

芸
能
レ
ポ
ー
タ
ー
が
新
し
い
活
躍
の
場
を
与
え
ら
れ
、
テ
レ
ビ
・
シ
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ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
販
売
方
法
が
取
ら
れ
て
い
く
。 

あ
る
い
は
ま
た
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自
家
用
車
、
ク
ー
ラ
ー
の
「
３

Ｃ
」
や
、
冷
凍
庫
付
の
大
型
冷
蔵
庫
、
二
槽
式
洗
濯
機
と
い
っ
た
家

電
製
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
な

ど
の
宣
伝
が
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
視
聴
者
、
つ
ま
り
家
庭
の
主
婦
向

け
に
集
中
的
に
投
入
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
子
育
て
に
め
ど

が
つ
き
、
家
電
製
品
に
よ
っ
て
家
庭
の
主
婦
に
余
剰
時
間
が
で
き
、

経
済
的
に
も
少
し
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
。 

 

さ
ら
に
日
本
経
済
は
、
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
「
団
塊
の
世
代
」
を
い
か
に
消
費
行
動
に
誘
う
か
を
指
向
し
て
い

た
。
若
者
を
つ
か
め
ば
、
そ
こ
に
市
場
が
で
き
た
の
だ
。
そ
の
た
め

に
も
テ
レ
ビ
が
役
に
立
っ
た
。 

  

一
九
六
九
年
一
月
五
日
付 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
人
気
者
に 

 
 
 

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
シ
ョ
ー 

 

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
「
夜
の
ヒ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ
」

（
毎
週
月
曜
午
後
一
〇
・
〇
〇
）
が
、
社
会
教
養
番
組
に
だ
け
使
わ

れ
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
、
シ
ョ
ー
・
ア
ッ
プ
し
た
は
じ
め
て

の
番
組
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。 

 

こ
の
番
組
は
、
コ
ン
ト
や
司
会
の
前
田
武
彦
、
吉
村
真
理
の
お
し

ゃ
べ
り
を
は
さ
み
な
が
ら
、
歌
謡
曲
を
聞
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣

向
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る
場
面
は
、
視
聴
者
へ
の

「
テ
レ
フ
ォ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
ゲ
ス
ト
の
有
名
タ
レ
ン
ト
に
対

す
る
「
相
性
相
談
テ
ス
ト
」
の
二
カ
所
で
あ
る
。 

 

こ
の
う
ち
、
一
般
受
け
し
て
い
る
の
は
「
相
性
相
談
テ
ス
ト
」
だ
。

こ
れ
は
芸
能
各
界
か
ら
選
ん
だ
一
〇
〇
人
の
女
性
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
、
前
も
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
記
憶
さ
せ
て
お
き
、
ス
タ
ジ
オ

に
招
い
た
ゲ
ス
ト
に
出
し
た
三
〇
項
目
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
イ

ン
プ
ッ
ト
す
る
と
、
ゲ
ス
ト
・
ス
タ
ー
の
理
想
の
恋
人
が
誰
で
あ
る

か
の
回
答
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
所
有
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
６
０

モ
デ
ル
４
０
で
、
ス
タ
ジ
オ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
を
結
ん
で
ナ
マ

中
継
す
る
と
こ
ろ
が
番
組
の
強
味
。 

 

こ
の
「
相
性
相
談
テ
ス
ト
」
の
結
果
、
布
施
明
と
水
前
寺
清
子
、

伊
東
ゆ
か
り
と
東
京
ぼ
ん
太
、
園
ま
り
と
丸
山
明
宏
、
小
川
知
子
と

コ
ン
ト
55
号
の
坂
上
二
郎
、
森
進
一
と
江
利
チ
エ
ミ
、
佐
川
満
男

と
倍
償
千
恵
子
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。 

 
一
見
、
不
可
思
議
な
組
合
せ
だ
が
、
あ
り
ふ
れ
た
男
性
の
ぼ
ん
太

と
、
こ
れ
も
あ
り
ふ
れ
た
女
性
の
ゆ
か
り
な
ど
、
似
た
も
の
同
士
の

カ
ッ
プ
ル
ば
か
り
の
よ
う
だ
が
、
視
聴
者
か
ら
は
「
あ
の
人
同
士
は

い
や
」
と
、
ま
る
で
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
反
発
し
た
投
書
な
ど
も

あ
る
と
い
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
原
文
マ
マ
） 
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「
夜
の
ヒ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ
」
は
一
九
六
八
年
十
一
月
四
日
に
第
一

回
が
放
送
さ
れ
、
九
〇
年
十
月
四
日
ま
で
約
二
十
二
年
間
続
い
た
。

司
会
は
前
田
武
彦
と
吉
村
真
理
で
始
ま
っ
た
が
、
男
性
司
会
者
は
前

田
武
彦
か
ら
井
上
順
、
古
館
伊
知
郎
な
ど
に
交
替
し
た
。 

 

出
演
歌
手
が
次
の
歌
手
の
持
ち
歌
を
歌
う
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
斬
新

さ
、
脚
本
作
家
だ
っ
た
前
田
武
彦
の
毒
舌
が
受
け
た
の
で
あ
る
。
記

事
の
中
に
出
て
く
る
布
施
明
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
選
ん
だ
相
手

が
水
前
寺
清
子
だ
っ
た
の
で
露
骨
に
ガ
ッ
カ
リ
し
た
表
情
を
見
せ
、

水
前
寺
清
子
が
怒
っ
て
絶
交
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
。 

 

ち
な
み
に
一
九
六
八
年
か
ら
六
九
年
に
か
け
て
、
電
子
計
算
機
を

導
入
し
て
い
た
放
送
局
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
５
０ 

 

日
本
テ
レ
ビ 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
４
０ 

 

東
京
放
送 

 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０ 

 
 
 
 
 
 
 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
４
０ 

 

フ
ジ
テ
レ
ビ 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
４
０ 

 

東
京12

チ
ャ
ン
ネ
ル 

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
１
０
３ 

 

北
海
道
放
送 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
２
０ 

 

新
潟
放
送 

 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
３
０
１
０ 

 

山
梨
放
送 

 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
１ 

 

静
岡
放
送 
 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―20 

 

東
海
テ
レ
ビ 

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
２
２
０
０
／
２
０
０ 

 

中
部
毎
日
放
送 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
２
５ 

 

毎
日
放
送 

 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
４
１
８ 

 

関
西
テ
レ
ビ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｃ
４
３
０
０ 
 

山
陽
放
送 

 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
９
０
Ｍ 

 

熊
本
放
送 

 

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
３
０
１
０ 

  

こ
う
し
た
動
き
に
対
応
し
て
日
本
民
間
放
送
連
盟
の
放
送
研
究
所

は
、
六
八
年
十
月
、
民
間
放
送
局
に
お
け
る
電
子
計
算
機
の
利
用
に

つ
い
て
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
報
告
書
は
六
九
年
二
月
に
ま
と
ま
り
、

『
民
放
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
』
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
自
己
導
入
し
て
い
る
の
は
九

社
、
子
会
社
を
含
む
計
算
セ
ン
タ
ー
げ
の
業
務
委
託
は
二
十
四
社
だ

っ
た
。 

  

六
九
年
二
月
五
日
付 

 
昨
年
中
に
あ
ら
わ
れ
た
傾
向
と
し
て
フ
ジ
テ
レ
ビ
な
ど
に
み
ら
れ

る
民
放
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
ス
タ
ー
ト
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
Ｒ
Ａ
Ｄ

Ｐ
Ｓ
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ａ
の
ス
タ
ー
ト
に
み
ら
れ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
戦
略
的
・
高
度
利
用
の
開
始
、
な
ら
び
に
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ン
ク
の
ス
タ
ー
ト
、
民
放
コ
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ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
会
の
標
準
化
、
共
同
作
業
の
活
発
化
な
ど
顕
著
な

質
的
変
化
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。 

（
中
略
） 

 

今
回
の
調
査
で
あ
ら
わ
れ
た
主
な
適
用
業
務
の
筆
頭
に
挙
っ
て
い

る
の
は
、
視
聴
率
調
査
の
集
計
解
析
（
十
四
社
）、
諸
調
査
集
計
解

析
（
十
一
社
）、
ス
ポ
ッ
ト
空
時
間
管
理
（
同
）、
売
上
集
計
作
業

（
同
）、
給
与
計
算
（
同
）、
送
出
機
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
同
）
と
ほ
ぼ

前
年
並
み
の
傾
向
に
あ
る
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク 

Stanley K
ubrick

／
１
９
２
８
〜
１
９

９
９
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ン
ク
ス
で
東
欧
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
に
生
ま
れ

高
校
在
学
中
に
「
ル
ッ
ク
」
誌
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
っ
た
。
五
〇
年
映
画
製

作
を
開
始
し
、
最
初
は
短
編
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
作
っ
て
い
た
。
五
三
年
親
戚

や
友
人
か
ら
の
借
金
で
自
主
制
作
し
た
長
編
『
恐
怖
と
欲
望
』、
五
五
年
『
非

情
の
罠
』
を
発
表
後
、
自
ら
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
作
製
し
た
『
現
金
に
体

を
張
れ
』
で
新
進
気
鋭
の
監
督
と
し
て
注
目
さ
れ
、
続
く
『
突
撃
』
も
高
い

評
価
を
受
け
た
。
六
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
移
住
し
、
六
四
年
『
博
士
の
異
常

な
愛
情
、
又
は
私
は
如
何
に
し
て
心
配
す
る
の
を
止
め
て
水
爆
を
愛
す
る
よ

う
に
な
っ
た
か
』で
一
級
監
督
と
し
て
認
め
ら
れ
、『
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の
旅
』

で
そ
の
地
位
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。 

中
山
律
子 

な
か
や
ま
・
り
つ
こ
／
１
９
４
２
〜 

：
本
名
は「
小
田
律
子
」。

群
馬
県
に
生
ま
れ
、
一
九
六
一
年
鹿
児
島
女
子
高
校
を
出
て
東
京
の
会
社
に

就
職
、
事
務
員
を
し
な
が
ら
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
練
習
に
励
ん
だ
。
六
八
年
女
子

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
試
験
で
須
田
開
代
子
に
次
ぐ
第
二
位
の
成
績
（
九
ゲ
ー
ム
平

均
百
九
十
五
点
）
で
通
過
、
第
一
期
生
十
三
人
の
一
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し

た
。
初
期
は
須
田
開
代
子
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
が
七
〇
年
八
月
、
テ
レ
ビ
中

継
が
入
っ
て
い
た
東
日
本
月
例
大
会
決
勝
戦
で
女
子
と
し
て
初
め
て
の
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
・
ゲ
ー
ム
を
達
成
し
た
。
同
年
十
一
月
に
は
全
日
本
大
会
で
須
田

開
代
子
の
四
連
覇
を
阻
止
し
、
人
気
を
集
め
た
。
七
二
年
花
王
石
鹸
の
シ
ャ

ン
プ
ー
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
起
用
さ
れ
「
さ
わ
や
か
律
子
さ
ん
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
流
行
語
に
な
っ
た
。 

須
田
開
代
子 

す
だ
・
か
よ
こ
／
１
９
３
８
〜
１
９
９
５
。
東
京
に
生
ま
れ

五
六
年
高
校
を
出
て
貿
易
会
社
に
事
務
員
と
し
て
入
っ
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

ピ
ン
や
ボ
ー
ル
を
輸
入
販
売
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
全
く
知

ら
な
く
て
は
仕
事
に
な
ら
な
い
と
挑
戦
し
た
も
の
の
、
始
め
は
う
ま
く
ボ
ー

ル
が
走
ら
ず
い
い
点
が
出
な
か
っ
た
。「
口
惜
し
い
」 

と
猛
練
習
を
始
め
、

六
〇
年
代
半
ば
に
は
全
国
に
知
ら
れ
る
女
子
ボ
ウ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
。
六

八
年
の
女
子
プ
ロ
試
験
に
九
ゲ
ー
ム
平
均
百
九
十
六
点
の
ト
ッ
プ
で
合
格
、

全
日
本
選
手
権
三
連
覇
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
人
気
に
火
を
つ
け
た
。
七
六
年
女
子

ボ
ウ
ラ
ー
の
育
成
を
目
的
と
す
る
ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

を
提
唱
し
初
代
会
長
に
就
任
、
社
団
法
人
日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
副
会

長
に
も
な
っ
た
。 

並
木
恵
美
子 

な
み
き
・
え
み
こ
／
１
９
４
９
〜 

：
東
京
に
生
ま
れ
成
城

学
園
中
学
校
か
ら
洋
裁
学
校
に
進
み
、
十
九
歳
の
と
き
初
め
て
ボ
ウ
リ
ン
グ

を
体
験
し
た
。
た
ち
ま
ち
高
得
点
を
叩
く
よ
う
に
な
り
、
十
か
月
後
に
行
わ

れ
た
女
子
プ
ロ
試
験
に
合
格
、
七
一
年
に
は
中
山
律
子
に
続
く
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
ゲ
ー
ム
を
達
成
、
女
子
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
と
し
て
初
め
て
年
収
一
千
万
円
を

突
破
し
た
。 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
美
し
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」 

一
九
七
一
年
四
月
四
日
か

ら
十
月
十
七
日
ま
で
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
放
送
さ
れ
た
映
画
仕
立
て
の
ス
ポ
ー

ツ
青
春
も
の
。
日
曜
日
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
三
十
分
枠
で
全
二
十
九
話
だ

っ
た
。
主
演
・
新
藤
恵
美
の
ほ
か
、
森
次
晃
司
、
進
千
賀
子
、
左
時
枝
、
長

谷
川
明
男
、
中
村
竹
弥
な
ど
が
出
演
し
た
。
中
山
律
子
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
て

い
る 

貴
種
流
離
譚 

物
語
の
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
。
高
貴
な
生
ま
れ
の
人

が
、
何
ら
か
の
事
情
で
（
あ
る
時
は
自
ら
の
意
思
で
、
あ
る
い
は
謀
略
の
果

て
に
、
そ
れ
と
も
運
命
の
悪
戯
で
）
本
来
在
る
べ
き
世
界
を
離
れ
、
各
地
を

流
れ
さ
ま
よ
っ
た
末
に
、元
い
た
世
界
に
戻
る
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。



第 147 閑話休題（補注） 

  

史
上
最
も
有
名
な
の
は
「
道
端
で
倒
れ
て
い
た
病
人
を
や
さ
し
く
介
抱
し
た

と
こ
ろ
、
翌
朝
、
そ
の
衣
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
病
人
は
神
様
（
な
い
し
キ

リ
ス
ト
あ
る
い
は
仙
人
）
の
化
身
だ
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
、
類
話
が
聖
徳

太
子
伝
承
に
も
登
場
し
て
い
る
。
日
本
の
民
話
で
は
「
竹
取
物
語
」「
鶴
の
恩

返
し
」
が
あ
る
。 

小
川 

宏 

お
が
わ
・
ひ
ろ
し
／
１
９
２
６
〜
２
０
１
６
。
東
京
に
生
ま
れ

四
七
年
早
稲
田
大
学
専
門
部
建
築
学
科
を
出
て
間
組
に
入
っ
た
。
四
九
年
日

本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
に
移
り
ラ
ジ
オ
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
支

局
に
配
属
さ
れ
、
五
三
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
が
開
始
さ
れ
た
と
き
東
京

本
局
に
移
り
、「
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
」
の
司
会
を
十
年
間
務
め
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら

民
放
に
移
籍
し
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
は
高
橋
圭
三
、
木
島
則
夫
に
次
い

で
三
番
目
だ
っ
た
。 

前
田
武
彦 

ま
え
だ
・
た
け
ひ
こ
／
１
９
２
９
〜
２
０
１
１
。
東
京
に
生
ま

れ
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
と
し
て
終
戦
を
迎
え
た
。
四
九
年
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
演
劇
科
を
出
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
子
ど
も
向
け
番
組
「
宇
宙
船
シ
リ
カ
」

の
台
本
を
手
が
け
た
。
脚
本
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
は
日
本
テ

レ
ビ
系
列
で
放
送
さ
れ
た
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組「
シ
ャ
ボ
ン
玉
ホ
リ
デ
ー
」

だ
っ
た
。 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア 

一
九
四
六
年
五
月
に
鎌
倉
市
材
木
座
の
光
明
寺
を
仮
校

舎
と
し
て
開
校
し
た
寺
子
屋
式
の
私
塾
。
哲
学
者
・
三
枝
博
音
が
学
長
と
な

り
、
作
家
・
高
見
順
や
歌
人
・
吉
野
秀
雄
な
ど
が
教
授
を
務
め
た
。「
自
由
大

学
」「
寺
子
屋
大
学
」
と
も
称
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
作
家
・
山
口
瞳
、
作
曲
家
・

い
ず
み
た
く
、
前
田
武
彦
な
ど
が
出
た
。
財
政
難
の
た
め
五
〇
年
に
閉
鎖
さ

れ
た
。 

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｃ
１
０
３ 

日
立
製
作
所
が
作
っ
た
初
期
の
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
採
用

の
電
気
式
計
算
機
で
、
第
一
号
機
は
一
九
五
八
年
に
出
荷
さ
れ
た
。
東
京
大

学
、
東
京
教
育
大
学
、
新
潟
大
学
、
愛
媛
大
学
、
岐
阜
大
学
な
ど
理
学
系
研

究
室
に
多
く
採
用
さ
れ
、
技
術
計
算
を
こ
な
し
た
。「
会
議
室
一
杯
を
占
領
す

る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
が
、
メ
モ
リ
ー
は
た
っ
た
の
四
Ｋ
、
屋
上
の
空
調
機
を

フ
ル
稼
働
し
な
い
と
熱
で
ダ
ウ
ン
、
演
算
速
度
は
ラ
ム
ダ
の
フ
ラ
イ
ト
一
秒

分
を
計
算
す
る
の
に
十
分
以
上
か
か
る
」
と
東
大
糸
川
研
究
室
が
書
き
残
し

て
い
る
。 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
５
０
９
０ 

内
部
記
憶
に
コ
ア
メ
モ
リ
ー
を
全
面
採
用
し
た

初
め
て
の
国
産
機
で
一
九
六
一
年
に
一
号
機
「
Ａ
型
」
が
出
荷
さ
れ
た
。
主

記
憶
四
Ｋ
ワ
ー
ド
、
演
算
速
度
は
〇
・
四
ミ
リ
秒
、
入
出
力
装
置
と
し
て
電

動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
光
電
式
紙
テ
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
高
速
ラ
イ
ン
プ
リ
ン

タ
ー
を
装
備
し
た
。
六
三
年
ま
で
に
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｍ
、
Ｈ
の
五
モ
デ
ル
が

追
加
さ
れ
、
大
学
研
究
室
な
ど
に
採
用
さ
れ
た
。
沖
電
気
独
自
の
計
算
機
と

し
て
最
初
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。 

日
本
民
間
放
送
連
盟 

民
放
連 

T
he N

ational A
ssociation of Com

m
e 

rcial Broadcasters in Japan

：
Ｎ
Ａ
Ｂ
：
一
九
五
一
年
七
月
に
民
間
放
送

の
予
備
免
許
を
受
け
た
ラ
ジ
オ
放
送
十
六
社
に
よ
る
任
意
団
体
と
し
て
発
足
、

五
二
年
四
月
に
社
団
法
人
と
な
っ
た
。
初
代
会
長
は
ラ
ジ
オ
東
京
（
東
京
放

送
）
社
長
・
足
立
正
氏
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｆ
Ｍ
放
送
、
テ
レ
ビ
放
送
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
会
社
が
参
加
し
た
。
定
款
第
三
条
に
『
こ
の
法
人
は
、
放
送
倫
理
水

準
の
向
上
を
は
か
り
、
放
送
事
業
を
通
じ
て
公
共
の
福
祉
を
増
進
し
、
そ
の

進
歩
発
展
を
期
す
る
と
と
も
に
、一
般
放
送
事
業
者
共
通
の
問
題
を
処
理
し
、

あ
わ
せ
て
相
互
の
親
ぼ
く
と
融
和
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
あ
る
。 

 
こ
れ
に
基
づ
い
て
放
送
倫
理
基
本
綱
領
、
放
送
基
準
、
報
道
指
針
な
ど
を

策
定
し
て
い
る
。「
放
送
番
組
調
査
会
」
は
二
〇
〇
二
年
三
月
に
放
送
番
組
向

上
協
議
会
の
放
送
番
組
委
員
会
に
、「
放
送
番
組
向
上
協
議
会
」
の
機
能
は
、

〇
三
年 

七
月
に
放
送
倫
理
・
番
組
向
上
機
構
（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）
に
そ
れ
ぞ
れ
引
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き
継
が
れ
た
。
〇
四
年
四
月
、
社
団
法
人
・
民
間
放
送
テ
レ
ビ
回
線
セ
ン
タ

ー
を
統
合
し
た
。 
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